
５号館の増築について 

理事長・院長 太田 正幸 

 かねてより予定しておりました、５号館の２階、３階、４階部分の増築

を、本年１０月より開始いたします。これにより、現在病棟として使われ

ている３号館が使用されなくなります。 

 ３号館は昭和５８年に建築され、その後阪神淡路大震災の被害をうけク

ラックが入り、雨漏れ等が発生しておりました。そのような中でも病棟と

して使用してきましたが、入院されている患者様には大変な思いをおかけ

し、職員の皆様にもご苦労をおかしておりました。そのため、５号館の２

階、３階、４階部分の増築を予定しておりましたが、資金繰りに目途が立

たず、見合せざるを得ませんでした。 

 しかし、この度、播州信用金庫様よりご融資を賜ることとなり、ようや

く建築の目途が立ったため、株式会社ソネック様にお願いをして建築を始

める運びとなりました。今まで患者様方、職員の皆様には大変ご迷惑をお

かけしました。 

 竣工は令和６年１０月頃を見込んでおり、病棟は今までの２倍くらいに

なる予定です。広く新しい病棟にて、お過ごしいただけるかと存じます。

なお、工事中は患者様やご家族様、職員の皆様にはご迷惑をおかけしない

ようお願いしておりますが、ご不便はおかけするかと存じます。 

 ご理解とご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 
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副医局長 林 陽次 

 令和５年５月８日より新型コロナウイルス感染症

は従来の２類相当から５類へと移行されました。類

型が変わったとしても、スイッチを切り替えるよう

にこの感染症への対策が切り替わるわけではなく、

高齢者や基礎疾患を有する方などにとって健康上の

脅威であるのは変わりありません。 

 ５類への移行に伴い感染状況に関する公表が全数

把握から定点把握に変わったため、過去の感染状況

との比較が難しく、流行の把握が難しくなっていま

す。兵庫県の定点あたりの報告数は６月台２週が３．２８人（／施設）だっ

たのに対し、７月台５週は１４．０５人、８月第４週が１３．０９人と増

加。第９波に入っているとも言われており、当院でもクラスターが発生し、

現在も病院スタッフや患者様、そのご家族の協力の下で治療を行っている状

態です。 

 現在新型コロナウイルスはオミクロン株の亜系統であるＸＢＢ系統、その

中でもＸＢＢ．１．１６系統とＸＢＢ．１．５が主に流行しています。重症

化率は高くないものの、中和抗体を避ける能力が高く、感染拡大のリスクが

高いと言われています。また従来の感冒様症状に加え、ＸＢＢ．１．１６系

統では１～３％と頻度は高くないものの結膜炎が特徴的な症状としてあげら

れており、症状の出現の際には早期に抗原検査を受けるなどの対応を考慮す

べきかもしれません。 

 ５類に移行したとはいえ、新型コロナウイルスの性質が感染に変わったわ

けではありません。経済活動を過剰に制限する必要はありませんが、健康度

や年代、生活環境や職場環境に合わせた一人一人の感染防止のためのリスク

評価・管理が一層大切になってます。

手洗いうがいなどの基本的な感染対策

や混雑する状況下でのマスクの着用な

ど適宜適切な対応を継続する必要があ

ります。 

 最後に、皆様のご健康と安全を心よ

り願っております。困難な時期ではあ

りますが、共に乗り越えていくことが

できることを信じて、前向きな気持ち

を持ち続けましょう。どうぞお体を大

切にしてお過ごしください。 

新型コロナウイルスについて 

アサーショントレーニングを始めました 

～良好な人間関係を築くために～  

 アサーティブネス（assertiveness）とは直訳すると「自己主張」となりま

す。1960年前後、アメリカの黒人差別における公民権運動や婦人解放運動が

きっかけとなり、相手を傷つけず、なおかつしっかり主張は行うというコミュ

ニケーションに発展しました。いわば自分も相手も大切にする自己表現です。 

 例えばレジで並んでいたとき、他の人が横から割り込んできたとします。ア

サーティブ（バランス型）の人と、ノンアサーティブ（非主張型）やアグレッ

シブ（攻撃型）の人ではどのような違いがあるのでしょうか。 

行列に横入りされた場合 

 
ほとんどのメンバー様は非主張型でしたが、アサーティブが一番理想的なコ

ミュニケーションであると感じています。いろんな例題を使って、アサーティ

ブな会話について話し合いました。その中で、まず「客観的に状況をみるこ

と」次に「その状況に対し、相手のことも大切にしながら自分の意見を伝える

こと」の大切さを学びました。 

 アサーショントレーニングを行うことで「自分に対して正直になれた」「周

囲や結果が気にならなくなった」「自分も他人も大切にできるようになった」

「考え方が柔軟になった」「自信を持って会話ができるようになった」等の意

見がありました。アサーショントレーニングは実践あるのみです。自分の思考

のクセに気づき、建設的な考え方が強化されます。 

  

非主張型 
【相手に何も言えない】 

・自分が我慢すればいいや。 

・注意して怒り出されたら面倒だな。 
  

攻撃型 
【相手に怒鳴りつける】 

・いきなり割り込むなよ!! 

・並んでいるのがわからないのか!! 
  

アサーティブ 
【丁寧かつ正直に伝える】 

・すみません、私も並んでいます。 

・順番は守ってもらえますか？ 

 精神科デイケア課長 小林 哲也 


